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ヤマブドウの機能性成分と産業利用 
～ヤマブドウを利用したポリフェノール素材開発～ 
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やまぶどうって何？山に生育しているぶどうなの？ 

 

 岩手県内の認知度はほぼ100％? 

 ～岩手県民は「贈られたヤマブドウ果汁」が家庭の 

   冷蔵庫に入っていることが多い～  
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日本全域で生育するヤマブドウの歴史 
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属名 亜属名 系統と主要な種名

米国系（30種以上）
　ラブラスカ、リンケクミー
　エースティバりス、キネレア
　シャンビニーほか

ブドウ 真ブドウ ユーラシア系ブドウ（2種）
Vitis Euvitis 　ビニフェラ　vinifera 黒海系

　　グローコールマンなど
西洋系
　　カベルネソービニオン
　　メルロー、リースニング
東洋系
　　甲州、甲州三沢、ロザキ
　　レディーフィンガー、トムソンシードレス
　　マスカットオブアレキサンドリア など

東洋系ブドウ（４０種以上）
　ヤマブドウ coignetiae
  チョウセンヤマブドウ amurensis
  エビヅル
　サンカクヅルほか

ヤマブドウとは？ 
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岩手 
山形 

北海道 

岡山 

青森 
福島 

農林水産省2012年度 

特産果樹生産動態等調査 

ヤマブドウの生産量 

商品：果汁、ワイン、ジャム 

比較種 

涼実紫2号 

６０％ 
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  黒ブドウ（キャンべル） 

ヤマブドウ 

健康効果への期待 

 

 

鉄分 6～10ｍｇ/L    

有機酸（リンゴ酸、酒石酸） 

ポリフェノール類 

  総ポリフェノール（Folin-Denis法)    

2, 071±534(mg/L 没食子酸相当
量） 

    ・アントシアニン 

    （マルビジン-3,5ジグルコシド） 

    ・プロアントシアニジン 

    ・レスベラトロール 

      

   
 

ヤマブドウ果汁 
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ヤマブドウのプロシアニジン含量 
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7 山ぶどうサミットin くずまき 資料より 
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岩手県工業技術センターのヤマブドウ加工試験の取り組み 

①ヤマブドウワインの香気成分に関する研究 

ヤマブドウワインの香りに最も寄与する香気成分：ダマセノン 

 

 ダマセノンや、その生合成の起点となるネオキサンチンの 

 経時的な変化を把握→ヤマブドウの栽培や醸造の改良が期待 

②ヤマブドウ果実の素材化・商品化 
   

 各種の加工醸造試験 

 

  ビール、酢 （商品化）   

  濃縮素材、ピューレ化試験 →活用されて各種用途に使用 
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１）果汁しぼり粕からの製造工程の確立 

   ・果実由来の変動（３～４系統、収穫時期） 

   ・抽出工程と回収率 

        

２）ヤマブドウポリフェノールの機能性は？ 

   ・ポリフェノール組成 

   ・抗糖化性 

   ・皮膚改善効果 

ヤマブドウからポリフェノール素材をつくろう 
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やまぶどうポリフェノールの製造試験 

しぼり粕 
   
EtOH抽出 

カラム濃縮                           

(合成吸着剤) 

果汁 

圧搾 
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EtOH再抽出 
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抽出溶媒の検討・カラム選択 

収穫時期・系統差の変動含み 

１～２％の回収量 

実製造試験    

6.2g～5.0g 
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 *ヱヴィノールTMとしてヤヱガキ醗酵技研（株）販売  

 

 

 

 

PP 620mg/g                      

RP 330mg/g    

総ポリフェノール（Folin-Denis法(+)カテキン相当量） 
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Terminal unit

Extension 

unit

チ
オ
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シ
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ベンジルメルカプタン

存在下、酸分解

A:ベンジルチオエーテル

B:カテキン類

プロシアニジン

ヤマブドウプロアントシアニジンの構成 

V. coignetiae V. labraska V. vinifera

mDP 5.3 7.0 6.1

V. coignetiae V. labraska V. vinifera

mDP 5.3 7.0 6.1

平均重合度＝ 

mDP B 

A 
+1 
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DPPHラジカル消去能 

ヤマブドウ搾りかすポリフェノールの抗酸化性 
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PP: ヤマブドウポリフェノール，VE: ヤマブドウ果汁 



Iwate Industrial Research Institute 

ヤマブドウ搾りかすから抽出した
ポリフェノール 

ヤマブドウ付加価値の向上へ 

機能性評価： 
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・糖尿病性腎症(腎不全) 

・白内障(失明) 

・糖尿病性神経症 

糖尿病合併症 
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グリケーション 
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グリケーション後期段階生成物 (AGE) 

活性酸素 

代謝されにくく、組織に蓄積されやすい 
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Pyrraline 

3-DG-Imidazolones 
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Wistar系雄ラット６週齢（n=6,7） 

C群    : AIN-93G組成20％カゼイン食 

DP群 : AIN-93G組成20％カゼイン食 + 0.5％PP 

DC群 : AIN-93G組成20％カゼイン食 

// 
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岩手大学農学部：長澤教授ら 
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値は、平均±標準誤差(n=6〜7), 異なる記号間での有意差はp＜0.05 
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ヤマブドウ搾りかすポリフェノールの摂取による
AGE生成の抑制 

血漿、腎臓のAGEの生成が抑制された。 岩手大学農学部：長澤教授ら 
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UV 

美容素材としての効果確認 

UV照射による 
皮膚水分量低下を 

ヤマブドウ抽出物が抑制 
東京農工大学 野村教授ら 
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レスベラトロール 

プロアントシアニジン 

ケルセチン配糖体 
葉 

剪定枝 

果汁 

絞り粕 

主要なヤマブドウポリフェノール 
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他にも活用できるのでは？ 
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ヤマブドウ剪定の春先にあふれる樹液 

活用プロジェクトも進行中 

(株)佐幸本店 資料 
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久慈地域・・・岩手でも生産量多 

岩手県 

生産者、加工企業、関係機関とともに開発を継続中 

（飲用だけでなく化粧品への用途開発など） 

久慈地域（被災地域）含め、今後も支援、事業化進めていきたい 

岩手県 


